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の参加を実行しました（下越地協）

ＪＲ亀田駅では、駅前で街宣テープを流し
ながら駅の利用者にチラシ配布（新潟地協）

佐藤代議員（柏崎地協）

橋本代議員（交通労連）

松崎代議員（県央地協）

退任役員表彰を受け挨拶をする海藤正彦氏

川澄代議員（ＪＰ労組）

山本特別代議員（にいがたユニオン）

身近なテーマで講義する小島副事務局長

組織強化・拡大
連　　　合　　　新　　　潟(1) 第261号 2012年11月15日（毎月１回15日発行）

平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

連合新潟ホームページアドレス 

▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

第261号� 2012.11.15
日本労働組合総連合会
新 潟 県 連 合 会

〒950-8558 新潟市中央区新光町6-2
ＴＥＬ0 2 5（2 8 1）7 5 5 5
ＦＡＸ0 2 5（2 8 1）7 5 5 6
発行人　齋　藤　敏　明
題　字　宮　崎　風　穂
定　価　　１部５円

11月の主な活動

　

大
会
に
は
代
議
員
・
特
別
代

議
員
な
ど
お
よ
そ
一
四
〇
人
が

出
席
。
大
会
議
長
に
は
土
山
裕

子
さ
ん
（
日
教
組
）、
神
田
洋

幸
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、齋
藤
会
長
は「
組

織
拡
大
」「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」「
地
域
活
動
」

「
政
治
課
題
」
に
つ
い
て
あ
い

さ
つ
し
、
来
賓
と
し
て
ご
出
席

を
い
た
だ
い
た
新
潟
県
、
新
潟

労
働
局
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、

新
潟
県
総
合
生
協
、
民
主
党
新

潟
県
連
、
社
民
党
新
潟
県
連
合

の
代
表
者
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、「
二
〇
一

　
一
一
月
一
日
、
新
潟
市
・
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

連
合
新
潟
第
二
二
回
年
次
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

	 １日	 第22回年次大会

	10日	 土曜相談会
	 	 青年委員会総会
	 	 民主党県連との
	 	 　　　　定期協議

	14日	 第１回四役会議

	17日	 女性委員会総会

	20日	 朝街宣（新発田市）

	22日	 第１回執行委員会

	22〜23日	 トップスタディ

	29日	 第６回組織財政確立
	 	 　　　　検討委員会

を
すすめる年がスタート

三
年
度
活
動
計
画
」「
二
〇
一

三
年
度
財
政
」
そ
し
て
役
員
選

出
で
は
、
新
た
に
専
従
役
員
と

し
て
二
人
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
、
会
長
代
行
に
阿
部
幸
夫

氏
（
電
機
連
合
）、
今
年
二
月

に
新
地
協
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
佐
渡
地
協
事
務
局
長
に
は
中

川
健
二
氏
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
橋
本
代
議
員
（
交

通
労
連
）
か
ら
、
新
潟
交
通
圏

ハ
イ
・
タ
ク
カ
ル
テ
ル
問
題
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
の
報

告
と
、
連
合
新
潟
と
加
盟
組
織

の
「
乗
る
な
ら
こ
の
タ
ク
シ
ー

運
動
」
に
対
す
る
感
謝
と
引
き

続
き
支
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
代
議
員
（
柏
崎
地
協
）

か
ら
は
、　

Ｊ
Ａ
Ｍ
と
柏
崎
地

協
の
連
携
で
組
合
結
成
に
至
っ

た
経
緯
が
報
告
さ
れ
、
川
澄
代

議
員
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
か
ら
は
、

非
正
規
社
員
に
丁
寧
に
説
明
し
、

組
合
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
呼

び
か
け
る
な
ど
の
組
織
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

松
崎
代
議
員
（
県
央
地
協
）
か

央
地
協
が
支
援
し
た
セ
ク
ハ
ラ

裁
判
の
最
高
裁
不
受
理
に
よ
り
、

第
一
審
ど
お
り
セ
ク
ハ
ラ
行
為

が
あ
っ
た
と
確
定
し
た
事
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
退
任
さ
れ
る
役

員
の
永
年
の
功
績
を
讃
え
て
海

藤
正
彦
、
大
久
保
聡
両
前
執
行

委
員
、
三
島
義
幸
前
会
計
監
査

委
員
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
最

後
に
齋
藤
会
長
の
「
団
結
が
ん

ば
ろ
う
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　10月15日上越地域をスタートした街
宣行動は、県内の各地協の協力で、無事
11月３日下越地域で最終日を迎えまし
た。皆さんのご協力に感謝いたします。
　期間中の活動日誌は、連合新潟ホーム
ページに掲載しました。
　各地域ならではの、風景と活動報告を
ご覧下さい。

新潟県の最低賃金の周知と
労働相談ダイヤルキャンペーン実施

　

一
〇
月
三
一
日
、
新
潟
大
学

で
一
年
生
約
三
〇
〇
人
を
対
象

に
「
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
と
自

己
成
長
」
の
授
業
の
中
で
、「
安

心
し
て
働
く
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
小
島
副
事
務
局
長
が
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
連
合
が
進
め
て
い
る

大
学
、
高
校
、
専
門
学
校
に
お

け
る
「
労
働
教
育
」
講
座
を
地

方
に
お
い
て
も
取
り
組
む
と
の

方
針
を
受
け
て
実
施
し
、
今
年

で
四
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

新
潟
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
川
端
特
任
教
員
の
講
義
に
ゲ

　

医
療
部
門
連
絡
会
は
一
〇

月
二
七
日
に
、
今
年
度
の
研

修
会
を
新
潟
市
の
万
代
シ
ル

バ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
各

構
成
組
織
か
ら
病
院
単
組
を

中
心
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、最
初
に「
魚

沼
地
域
の
医
療
の
高
度
化
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
新
潟

県
医
務
薬
事
課
の
栗
山
三
衛

課
長
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
、

魚
沼
地
域
に
お
け
る
医
療
の

課
題
や
現
状
か
ら
再
編
と
高

度
化
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
や
医

療
体
制
な
ど
の
ス
キ
ー
ム
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

次
に
連
合
生
活
福
祉
局
の

森
原
琴
絵
次
長
か
ら
は
、「
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に

お
け
る
審
議
状
況
に
つ
い

て
」
と
し
て
、
二
〇
一
二
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
い
た

だ
き
、
二
〇
一
四
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
た
検
討
課

題
や
連
合
の
取
り
組
み
な
ど

「
安
心
し
て
働
く
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
新
潟
大
学
で
講
演

地
域
の
医
療
を
守
っ
て
い
こ
う
！

～
医
療
部
門
連
絡
会
二
〇
一
二
交
流
研
修
会
を
開
催
～

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
時
間

を
い
た
だ
き
、「
働
い
て
困
ら

な
い
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

身
近
な
ア
ル
バ
イ
ト
の

事
例
や
、
連
合
新
潟
に

寄
せ
ら
れ
た
労
働
相
談

事
例
を
も
と
に
、
グ
ル

ー
プ
で
問
題
点
を
探
し

出
し
て
発
表
を
す
る
、

参
加
型
の
授
業
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
の
質
問
コ
ー
ナ

ー
で
は
、「
学
校
の
先
生

の
部
活
動
指
導
時
間
は

残
業
に
な
る
の
か
？
」

な
ど
具
体
的
な
質
問
も
あ
り
、

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
る
学
生

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

に
つ
い
て
提
起
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
組
合
報
告
で
は
、
参

加
し
た
一
〇
組
合
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
現
状
を
意
見
交
換
し

て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
夜

勤
回
数
を
め
ぐ
る
看
護
職
員

の
人
員
体
制
の
厳
し
さ
や
病

院
経
営
な
ど
の
問
題
を
共
有

化
し
、
医
療
部
門
連
絡
会
と

し
て
の
情
報
交
換
を
す
す
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
地

域
の
医
療
」
を
守
っ
て
い
く

取
り
組
み
が
、
こ
れ
か
ら
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
は
、
地
協
交
付
金
の
削
減
と

地
域
の
活
動
に
対
す
る
影
響
に

つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
山
本
特
別
代
議
員
か
ら

は
、
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
と
県

特定（産業別）最低賃金が決定
　新潟県最低賃金が10月５日から689円となったことに続き、特定
（産業別）最低賃金の３業種についても審議がすすめられ結審しまし
た。いずれも12月中に発効予定となっています。

▼新潟県の最低賃金

適用の範囲 最低賃金額〔時間額〕
（対前年比） 効力発生（予定）日

新潟県内に働くすべての
労働者に適用

689円
（＋６円）

2012（Ｈ24）年
10月５日

▼特定（産業別）の最低賃金

適用業種 最低賃金額〔時間額〕
（対前年比） 効力発生（予定）日

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業
（電球製造業及び電気計
測器製造業を除く）

800円
（＋９円）

2012（Ｈ24）年
12月16日

各種商品小売業
（衣食住にわたる商品を
小売する百貨店、総合ス
ーパー等）

747円
（＋６円）

2012（Ｈ24）年
12月29日

自動車（新車）、自動車
部分品、附属品小売業

801円
（＋10円）

2012（Ｈ24）年
12月13日

＊�適用除外業務および年齢など、最低賃金に関するお問い合わせは、
連合新潟または、新潟労働局賃金室、最寄りの各労働基準監督署まで

組織強化・拡大



※お届け出来ないエリアもありますのでご了承ください。

50%

38%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

分からない

ＮＯ

ＹＥＳ

米粉について学びました

働く女性の声を行政に提言

http://www.rengo.org/詳細はWebで！

省エネモードを設定し、未使用時に
は電源をこまめに切る。

プリンター等の共有機器の使用台数
を、必要最低限にする。

最終退室者は共有機器の主電源を
切って退社する。

9

10

11

電化製品共通

スイッチをこまめに切る。
省エネ効果の高い製品への買い換え
や、省エネモードやタイマー機能の活
用をする。
季節によって必要ない機器や、使用頻
度の低い機器はコンセントを抜くまた
は主電源を切る。
スイッチ付きテーブルタップの活用
で、待機電力の削減を心がける。

16
17

18

19

階段の利用を推奨し、エレベーター
やエスカレーターの使用を最低限に
制限する。

12

温水洗浄便座の使用や、温度設定を
控えめにする。

使用後は必ず保温便座のふたを閉
める。

7

8

冷蔵庫・自動販売機

温度設定を控えめにする（強にしな
い）。

扉の余分な開閉をせず、開閉時間も
短くする。

5

6

昼休みや未使用時の事務所・会議
室・トイレなどのこまめな消灯を心が
ける。

LED電球への買い換えや、可能な範
囲で電球の数の間引きを行う。

3

4

空調

照明

トイレ

冷蔵庫・自動販売機

OA機器

エレベーター

「エコスタイル」（クール・ビズ、ウォー
ム・ビズ※）を実践し、温度設定を控
えめにする（夏期：28℃、冬期：20℃
が目安）。

扉やカーテン・ブラインドの使用、扇
風機の活用などによる空調の効率
化をはかる。

1

2

節電を含めた省エネは、安定したエネルギー
供給を支える行動として、その重要性がます
ます高まっています。組合事務所や職場のみ
んなで、連合が提案する「オフィス・ピーク
カットアクション」に取り組み、職場環境を見
直しながら、電力不足を乗り切りましょう！

夏
期
版

ピークカットアクション
オフィス

電力不足を乗り切る12のワザ

！！

オ
フ
ィ
ス
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
で

電
力
不
足
を
乗
り
切
ろ
う
！！

2012

21連合エコライフ

夏の日中（14時頃）の消費電力（全世帯平均）

出典：資源エネルギー庁推計
　　　数値は最大需要発生日を想定

エアコンエアコン

53%53%冷蔵庫冷蔵庫

23%23%

今すぐチェック！
エアコンと冷蔵庫

　 エアコンと冷蔵庫
が消費電力の 2トッ
プ！　使い方次第で
大きく節電効果を得
られます。

　 エコライフ21のサ
イトに「環境家計簿」を
用意しました。電力の
使用実績を入力して、
「ピークカットアクショ
ン 21」の節電効果を
「見える化」しましょう！

連合エコライフ 21の
環境家計簿をつけよう！

※画像イメージは変更に
　なる場合があります。

https://eco.tepore.com/rengo/

※クール・ビズ： 5～ 10月、ウォーム・ビズ：11～ 3月

ジェラード スムージー

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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連
合
新
潟
の
重
要
な

活
動
で
「
労
働
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
」
が
あ
る
。
定

期
的
に
街
頭
で
チ
ラ
シ

と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
Ｐ
Ｒ

し
、
働
き
方
で
困
っ
て

い
る
人
な
ど
の
相
談
を
電
話
で
受
け
、

解
決
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
に

い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
労
使
交

渉
を
行
っ
て
い
る
。
◇
最
近
は
「
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
や
「
パ

ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
か

ら
の
依
頼
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
と
協
力
し
、
働
き
方
で
悩
ん
で
い

る
人
の
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

◇
こ
の
時
期
持
ち
込
ま
れ
る
も
う
一

つ
の
相
談
に
「
キ
ノ
コ
」
の
鑑
定
が
あ

る
。
組
織
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
髙
橋
さ
ん

は
保
健
所
か
ら
キ
ノ
コ
鑑
定
員
の
委

嘱
を
受
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
鑑
定
を

行
っ
て
い
る
。
た
だ
い
ま
「
キ
ノ
コ
」

と
労
働
相
談
を
受
付
中
で
あ
る
。�

小　 土曜相談会 12月は８日に開催

もう一度食べたい！ この逸品

うちの町のＢ級グルメ⑳
 白根発

白根グレープガーデンのジェラート＆スムージー
　南区でご紹介したいのは行楽シーズンにピッタリな観光農園「フルー
ツランド白根グレープガーデン」の季節のジェラート＆スムージーです。
　ジェラートは、たっぷりの果物にこだわった季節が楽しめる旬ごとの
手作りです。卵を一切使用していないので、とてもヘルシーです。今の
時期は「巨峰」「栗」「イチジク」「サツマイモ」「柿」が旬でお勧めです。
季節限定・通年と合わせて約30種類と豊富で、組み合わせも自由です。
　スムージーは農園でとれた新鮮な果物をまるごとクラッシュしたもの
で、果実の美味しさがそのまま“ギュッ”と
つまっている感じで、これまたお勧めです。
主な種類は「巨峰」「もも」「いちごミルク」
「ル・レクチェ」「ブルーベリー」。
　白根グレープガーデンではこの時期ぶどう
狩りがメインで約30品種の世界のぶどうが味
わえます。（ＡＭ８：00～ＰＭ６：00）
　その他、「バーべキュー」「フルーツピザ作
り体験」「動物ふれあい広場」もあり、一日
中楽しめます。

　　■フルーツランド
　　　　白根グレープガーデン
　　　　　〒950-1407�新潟市南区鷲の木新田573　TEL�0120-362-558

（連合新潟地協�南支部長　小池　隆）

10月のホームページ・アンケート結果発表
質問：�　携帯電話をスマートフォンに買い替えた。
　スマートフォンに買い替える人が急増しています。
　私もそのひとりですが、人差し指で操作する感覚に興味が
あって買い替えました。確かに調べ物には便利です。
　最近、駅のホームや電車内、待合室などでほとんどの方が、
スマートフォンや携帯電話に夢中になっている光景がちょっ
と怖いなと思うのは私だけでしょうか。
　11月のHPアンケートは、LCC（低価格航空会社）に関す
る質問です。投票お待ちしています。

　

連
合
新
潟
女
性
委
員
会
は
新

潟
県
、
新
潟
労
働
局
と
「
女
性

労
働
問
題
懇
談
会
」
を
開
催
し
、

働
く
女
性
の
声
、
特
に
職
場
で

課
題
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
一
〇
月
一
八
日
に
県

議
会
庁
舎
で
開
催
し
、
女
性
委

員
会
か
ら
は
加
藤
委
員
長
を
は

じ
め
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
の

仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
の
充

実
」
と
「
女
性
の
活
躍
に
よ
る

　

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
代
表
・
齋
藤
敏
明
）

は
、
一
〇
月
二
三
日
に
米
粉
製

造
の
「
新
潟
製
粉
株
式
会
社
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

新
潟
製
粉
は
一
九
九
八
年
に

「
ク
ズ
米
を
利
用
し
、
第
三
セ

ク
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
当

初
は
年
間
六
五
〇
ト
ン
程
度
の

生
産
が
、
小
麦
粉
が
値
上
が
り

し
た
五
年
ほ
ど
前
か
ら
米
粉
が

見
直
さ
れ
、
第
二
工
場
を
竣
工

し
、
年
間
四
三
〇
〇
ト
ン
の
生

産
体
制
と
な
っ
た
。
食
料
自
給

率
が
低
く
、
多
く
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
第
一

次
産
業
を
守
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
だ
。」
と
説
明
が
あ
り
、

作
業
工
程
を
ビ
デ
オ
視
聴
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
ロ
イ
ヤ
ル
胎
内

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
で
米
粉
を
使

っ
た
ラ
ン
チ
を
試
食
。
パ
ン
を

は
じ
め
、
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
、

う
ど
ん
、
て
ん
ぷ
ら
、
パ
ス
タ
、

プ
リ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

ニ
ュ
ー
に
調
理
さ
れ
た
、
お
い

し
い
米
粉
料
理
に
参
加
者
全
員

が
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

食
や
環
境
の
問
題
は
大
き
な

課
題
を
抱
え
た
ま
ま
で
す
が
、

農
業
県
新
潟
に
と
っ
て
米
粉
の

活
用
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ

ま
し
た
。

旧
黒
川
村
の

補
助
を
受
け

設
立
、
米
を

ロ
ー
ル
と
気

流
の
二
段
階

で
粉
砕
す
る

「
微
細
分
技

術
」
な
ど
で
、

世
界
に
先
駆

け
て
新
規
米

粉
の
専
用
製

粉
工
場
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
総
務

部
長
か
ら
は

経
済
社
会
の
活
性
化
」。
新
潟

県
と
新
潟
労
働
局
よ
り
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
状

況
」「
子
育
て
支
援
」「
ハ
ッ
ピ

ー
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
」
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
か
ら
は
「
保
育

所
の
充
実
と
保
育
士
の
整
備
」

「
女
性
の
正
規
雇
用
創
出
」「
公

務
員
が
率
先
し
た
労
働
時
間
削

減
」「
介
護
に
よ
る
退
職
対
策
」

「
企
業
へ
の
制
度
周
知
」
に
つ

い
て
推
進
を
求
め
ま
し
た
。

労
働
者
の
現
場
の
声
を
行
政
に
！

食
ネ
ッ
ト
が
米
粉
製
造
工
場
を
視
察

　

内
閣
府
が
実
施
す
る

「
日
本
再
生
戦
略
～
働
く

な
で
し
こ
大
作
戦
～
」
に

つ
い
て
も
労
働
局
か
ら
、

「
男
性
の
意
識
改
革
」「
思

い
切
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア

ク
シ
ョ
ン
」「
公
務
員
の

率
先
」
な
ど
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

男
女
平
等
社
会
の
実
現

は
、
日
本
経
済
回
復
に
向

け
た
最
優
先
課
題
で
す
。

女
性
委
員
会
は
労
働
者
の

立
場
か
ら
、
現
場
の
視
点

と
声
を
行
政
へ
提
言
し
て

い
き
ま
す
。

＊＊ 新潟県知事選挙結果 ＊＊
投開票日10月21日

当選　泉 田 裕 彦
759,718票（３期目）

＊ 阿賀野市議会議員選挙結果 ＊
投開票日10月21日（定数20）

○は当選順位

当選　近 山 　 修
1,351票⑥（初）　

ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

連合・愛のカンパ助成団体決定
2012年度連合・愛のカンパ地域助成申請の団体の
内、連合新潟からは次の三団体が助成を受けました。

・ＮＰＯ地域循環ネットワーク
　（雪国における冬期の太陽光発電実証事業）
・ＮＰＯ青りんごの会
　（ 障害者の自立支援など地域との連携による生産

物の販売）
・ＮＰＯにいがた若者自立支援ネットワーク伴走舎
　（ 若者の自立支援による地域の活性化と支え合い

社会づくり）

※愛のカンパとは…組合員の皆さんから頂いたカ
ンパ金を連合本部に集約し、ＮＰＯ活動を行って
いる団体等が地方連合を通じ本部に申請し、審査
の上、配分されます。


